
〈1〉 令和7年12月9日 第106号高　P　連　だ　よ　り

　

大
村
知
事
、
川
原
教
育
長
並
び

に
教
育
委
員
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
学
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
充
実
の
た
め
に
御
支
援
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
Ｐ
連
で
は
、
７
月
２
日
に
鳥

居
会
長
は
じ
め
新
三
役
の
５
名
に

よ
る
、
知
事
へ
の
表
敬
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。

　

知
事
に
は
、
日
頃
の
御
支
援
へ

の
お
礼
と
と
も
に
、
高
Ｐ
連
が
行
っ

て
い
る
活
動
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
は
、
昨
今
の
学
校
の

状
況
な
ど
を
お
伝
え
す
る
と
と
も

に
、
県
が
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
て
、

高
Ｐ
連
や
保
護
者
の
立
場
か
ら
も
、 

御
協
力
で
き
れ
ば
と
お
話
し
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
高
Ｐ
連
が
行
う
事
業
の

一
つ
、「
互
い
に
学
び
、
楽
し
く
つ

な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
で
は
、
各

校
が
実
践
し
て
い
る
活
動
を
広
く

募
集
し
て
お
り
ま
す
が
、
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
理
事
や
役
員
の
選
出
方
法

の
工
夫
等
、
い

く
つ
か
の
事
例

を
御
紹
介
し
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、

全
会
員
に
配
布

し
て
い
る
広
報

紙
「
高
Ｐ
連
だ

よ
り
」
で
は
、

紙
面
に
掲
載
の

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
の
懸
賞

賞
品
と
し
て
、

生
徒
た
ち
が
製

知
事
へ
の
表
敬
訪
問

予
算
要
望
活
動
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タ
テ
の
カ
ギ

①�

大
晦
日
に
テ
レ
ビ
で
見
る
定
番
番
組
の
一
つ

と
言
え
ば
、
今
も 「
〇
〇
〇
〇
歌
合
戦
」
？

②
〇
〇
メ
ガ
ネ
で
拡
大
し
て
見
る
。

⑤
俳
優「
木
村
拓
哉
」さ
ん
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

⑦�

刺
身
や
お
吸
い
物
の
あ
し
ら
い
に
用
い
る
野

菜
や
海
藻
の
こ
と
。

⑩�

「
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
に
〇
〇
〇
〇
し
た

ら
何
買
お
う
か
な
。」

⑫
世
話
を
す
る
人
や
付
添
い
を
す
る
人
の
こ
と
。

ヨコのカギ
①職業として調理をする料理人のこと。
③平和を象徴する鳥と言えば。
④�クリスマスブレゼントをこの中に入れてく
れますように。

⑥埼玉県を代表する銘菓 〇〇〇せんべい。
⑧�ビデオ会議、チャットなどを提供するオン
ラインコミュニケーションツールの1つ。

⑨2026年の干支は何かな。
⑪〇〇犬は、日本原産の小型犬の代表犬種です。
⑬「仰向けではなく、〇〇〇〇に寝てください。」

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　の
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き
る

言
葉
は
？
（
答
え
に
な
り
ま
す
）

　

愛
知
県
公
立

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃

よ
り
、
本
県
の

教
育
活
動
の
充
実
に
格
別
の
お
力
添
え

を
賜
り
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
若
者
に
は
、
多
様
な
価

値
観
を
認
め
、
共
に
意
見
を
交
わ
し
な

が
ら
、
自
分
の
可
能
性
を
高
め
、
社
会

に
貢
献
し
、
次
の
時
代
を
拓
い
て
い
く

力
が
必
要
で
す
。
国
の
「
第
４
期
教
育

振
興
基
本
計
画
」
で
は
、
持
続
可
能
な

社
会
の
創
り
手
の
育
成
と
日
本
社
会
に

根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
愛
知
県
で
も
教

育
施
策
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

県
立
学
校
で
は
、
生
徒
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
今
年
度
「
中

高
一
貫
校
」
４
校
、「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
４
校
、「
夜
間
中
学
」

１
校
を
開
校
し
ま
し
た
。
来
年
度
は
、

中
高
一
貫
教
育
の
第
二
次
導
入
校
７

校
、
夜
間
中
学
３
校
が
開
校
し
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
、「
学
び
た

い
」
と
感
じ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
今
後
求
め
ら
れ
る
探

究
的
・
実
践
的
な
学
び
の
充
実
に
向
け

て
、
各
校
の
取
組
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、
２
０
２
６
年

度
供
用
開
始
予
定
の
「
い
な
ざ
わ
特
別

支
援
学
校
」「
小
牧
特
別
支
援
学
校
」

の
増
築
工
事
、
２
０
２
７
年
に
は
名
古

屋
市
と
豊
田
市
に
特
別
支
援
学
校
を
新

設
す
る
な
ど
学
習
環
境
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
全
て
の
先

生
方
の
専
門
性
向
上
に
努
め
、
共
生
社

会
実
現
に
向
け
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
生
徒
の
知
識
・
能
力
の
伸
長

や
他
者
を
思
い
や
る
心
の
育
成
の
た
め

に
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
も
御
支
援
、
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

親
子
が
と
も

に
過
ご
せ
る
時

間
の
約
８
割
は
、

18
歳
ま
で
に
終

わ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
人
生
全
体
で
考
え
る

と
、
わ
ず
か
５
％
に
過
ぎ
な
い
と
も
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が
子
ど
も
と
過

ご
す
一
日
一
日
は
、
か
け
が
え
の
な
い

時
間
な
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。

　

こ
の
限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
、

私
は
子
ど
も
た
ち
に
「
努
力
は
必
ず
報

わ
れ
る
」
と
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
ど
れ
だ
け
頑

張
っ
て
も
結
果
に
結
び
つ
か
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
、「
人

生
に
は
無
駄
な
こ
と
は
一
つ
も
な
い
」

と
信
じ
て
い
ま
す
。
う
ま
く
い
っ
た
こ

と
も
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
こ

と
も
、
す
べ
て
の
出
来
事
に
は
意
味
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
何
か
を
学
び
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
、

子
ど
も
た
ち
が
未
来
を
切
り
拓
く
力
に

な
り
ま
す
。
結
果
だ
け
に
一
喜
一
憂
す

る
の
で
は
な
く
、
努
力
し
た
過
程
の
中

に
あ
る
気
づ
き
や
経
験
を
大
切
に
し
た

い
。
親
で
あ
る
私
た
ち
も
ま
た
、
子
ど

も
と
と
も
に
悩
み
、
と
も
に
喜
び
、
と

も
に
歩
む
中
で
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
の
活
動
も
、
私

に
と
っ
て
こ
の
貴
重
な
親
子
の
時
間
を

よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
手
段
の
一
つ

で
す
。
先
生
方
や
地
域
の
皆
さ
ん
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
間
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
こ
の
経
験
は
、
私
自
身

に
と
っ
て
も
大
き
な
学
び
と
な
っ
て
い

ま
す
。
立
場
を
超
え
て
、
子
ど
も
た
ち

の
未
来
を
想
い
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
の

活
動
に
は
、
確
か
な
意
義
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
変
わ
ら
ぬ
想
い
と
目

的
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
時
代
に
あ
わ

せ
て
柔
軟
に
進
化
し
、
子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
最

善
の
形
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
創
っ
て
い

け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
へ

�
愛
知
県
知
事　

大　

村　

秀　

章

　

と
も
に
育
つ
・
成
長
す
る
・
親
子
の
時
間

　
　

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
副
会
長　

伊
豫
田　

英　

貴
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作
や
商
品
化
に
携
わ
っ
た
も
の
を

取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、

賞
品
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
お
伝
え
し
、
学
校
へ
の
更
な

る
御
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

直
接
に
意
見
交
換
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ヒ
ン
ト
：
健
康
や
長
寿
な
ど
を
願
っ
て
。

写
し
、
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
教
育
、
人
材
育
成
に
活
か
し
て

い
く
方
策
を
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
発
表
で
は
、

様
々
な
負
担
を
減
ら
す
仕
組
み
づ
く

り
を
提
案
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
参

加
者
の
共
感
を
呼
び
、
大
変
有
意
義

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
大
会
は
、
愛
知
県
刈
谷
市

の
刈
谷
市
民
ホ
ー
ル
（
令
和
８
年
６

月
17
日
）
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
Ｐ
連
健
全
育
成
委
員
会
を
、
９

月
24
日
（
水
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

県
警
察
本
部
少
年
課
に
よ
る
「
最
近

の
少
年
非
行
の
状
況
と
特
色
」
に
関

す
る
講
話
の
ほ
か
、
委
員
の
所
属
す

る
５
校
に
お
け
る
健
全
育
成
に
関
わ

る
課
題
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

期
日　

�

令
和
８
年
８
月
20
日
（
木
）・

21
日
（
金
）

会
場　

�

別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
な
ど

　

６
月
27
日（
金
）、
静
岡
県
清
水
市

文
化
会
館
マ
リ
ナ
ー
ト
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
午
前
の
総
会
と
午
後
か
ら

の
「
静
岡
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
参
加
者
数
は
８
５
８
名
。

金
沢
大
学
融
合
研
究
域
融
合
科
学
系

教
授
金
間
大
介
氏
の
講
演
や
、
静
岡

県
立
浜
松
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

活
動
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演

で
は
、「
素
直
で
ま
じ
め
で
優
秀
、

で
も
主
体
性
が
な
い
―
そ
ん
な
『
い

い
子
症
候
群
の
若
者
た
ち
』
と
共
に

前
へ
進
む
た
め
に
―
と
題
し
て
、
現

在
の
若
者
の
深
層
心
理
を
多
様
な

デ
ー
タ
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
描

令
和
７
年
度
東
海
大
会
報
告

健
全
育
成
委
員
会
開
催

来
年
度
の
第
75
回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
分
大
会
に
つ
い
て

　

二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
ア
ク
セ
ス
、
又
は

ハ
ガ
キ
に
答
え
・
ご
住
所
・
ご
氏
名
・
お

電
話
番
号
・
所
属
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
任
意
で
自
由

コ
メ
ン
ト
）を
明
記
の
う
え
、

〒
４
６
０

−

０
０
０
７

名
古
屋
市
中
区
新
栄

　
　
　
　

１

−

４９

−

１０

愛
知
県
教
育
会
館
六
階

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
締
切
：
1
月
15
日
消
印
有
効
】

　

正
解
者
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
十
名

様
）
に
は
、
に
し
お
特
別
支
援
学
校
の
生

徒
が
制
作
し
た
「
に
し
と
く
セ
ッ
ト
」（
ク

ラ
フ
ト
B
O
X
と
木
製
の
ミ
ニ
植
木
鉢
）

を
2
個
セ
ッ
ト
発
送
い
た
し
ま
す
。

応　

募　

方　

法

　

８
月
20
日
に
は
、
来
年
度
の
教

育
予
算
に
つ
い
て
、
県
立
校
長
会
・

事
務
職
員
協
会
と
と
も
に
、
県
教

育
委
員
会
へ
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
や
望
ま

し
い
教
育
環
境
づ
く
り
へ
の
一
層

の
取
組
と
、
積
極
的
な
情
報
発
信

な
ど
に
つ
い
て
十
分
な
教
育
予
算

を
確
保
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
向
け
た
予

算
の
拡
充
に
つ
い
て
、
今
後
も
会

員
の
声
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
御
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



〈2〉 令和7年12月9日 高　P　連　だ　よ　り

緑
丘
高
校
は
、
昭
和
35

年
に
愛
知
県
立
緑
丘

商
業
高
等
学
校
と
し
て
名
古

屋
市
守
山
区
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
平
成
30
年
に

総
合
学
科
に
改
編
し
、
校
名

も
愛
知
県
立
緑
丘
高
等
学
校

と
な
り
、
各
学
年
６
ク
ラ
ス

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
学

校
は
緑
豊
か
で
眺
望
の
よ
い

丘
陵
地
に
あ
り
ま
す
。

　

本
校
は
「
夢
の
実
現
」
を

目
標
と
し
、
１
年
生
に
は
総

合
学
科
の
特
色
で
あ
る
「
産

業
社
会
と
人
間
」
と
い
う
科

目
が
あ
り
、
こ
の
授
業
の
中

で
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
自

分
自
身
や
社
会
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
、
系
列
や
科
目
の

選
択
を
し
て
い
き
ま
す
。

２
、
３
年
生
は
自
分
自
身
の

夢
を
叶
え
る
た
め
、
一
人
ひ

と
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
時
間
割

で
学
び
を
深
め
、
多
様
な
進

路
を
選
択
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
文
化
委

桃
陵
高
校
は
、
今
年
で

創
立
58
年
を
迎
え
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
科
と
衛
生

看
護
科
の
二
つ
の
専
門
学
科

を
併
置
す
る
学
校
で
す
。
両

学
科
と
も
に
「
人
と
関
わ

り
、
人
を
支
え
た
い
」
と
の

強
い
志
を
も
つ
生
徒
が
学
ん

で
い
ま
す
。
家
庭
、
福
祉
科

目
を
中
心
に
学
ぶ
学
科
が

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
科
で
す
。

実
習
授
業
で
は
、
高
齢
者
介

護
施
設
や
保
育
施
設
な
ど
校

外
で
の
実
習
が
あ
り
ま
す
。

本
格
的
な
校
外
実
習
の
始

ま
る
２
年
次
の
10
月
に
行
う

「
哉
志
の
会
」
で
は
、
生
徒

た
ち
が
施
設
関
係
者
や
保
護

者
に
向
け
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ

ア
の
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
に

な
る
決
意
を
表
明
し
ま
す
。

卒
業
後
は
、
看
護
医
療
系
の

専
門
学
校
や
福
祉
保
育
系
の

大
学
な
ど
に
進
学
し
ま
す
。

　

衛
生
看
護
科
は
、
平
成
14

年
度
か
ら
５
年
一
貫
教
育
と

な
り
、
専
攻
科
２
年
次
に
受

験
す
る
看
護
師
国
家
試
験
に

合
格
す
る
と
最
短
で
20
歳
で

員
会
と
研
修
委
員
会
の
２
つ
の
委
員
会

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
委
員
会

は
文
化
祭
の
企
画
を
、
研
修
委
員
会
は

研
修
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
旅
行
の
企
画
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
文
化
祭

は
、「
喫
茶
み
ど
り
」
と
題
し
て
ド
リ

ン
ク
や
軽
食
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
多
く
の
生
徒
や
保
護
者
が
訪

れ
、
大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
「
制
服
リ

サ
イ
ク
ル
」
コ
ー
ナ
ー
も
作
り
、
卒
業

生
か
ら
寄
付
さ
れ
た
制
服
を
希
望
す
る

看
護
師
と
し
て
臨
床
現
場
に
立
ち
ま

す
。
病
院
実
習
は
１
年
次
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
３
年
次
の
５
月
に
行
う
「
戴
灯

式
」
は
、
近
代
看
護
教
育
の
礎
を
築
い

た
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

が
ク
リ
ミ
ア
戦
争
時
に
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯

火
を
頼
り
に
傷
病
兵
の
看
護
活
動
を

行
っ
た
故
事
に
由
来
し
ま
す
。「
博
愛

精
神
に
基
づ
く
看
護
の
心
」
の
象
徴
で

あ
る
灯
を
受
け
継
ぎ
、
看
護
学
生
と
し

て
の
自
覚
と
責
任
を
新
た
に
し
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
広
報
委
員
会
・
生

活
委
員
会
、
進
路
指
導
委
員
会
の
三
つ

の
委
員
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
学

在
校
生
に
譲
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加
し
や
す
い
よ
う
、

今
年
度
か
ら
単
発
で
参
加
す
る
「
Ｐ
Ｔ

Ａ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
募
集
を
始
め
ま
し

た
。
応
募
い
た
だ
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の

皆
様
に
は
、
役
員
・
理
事
と
と
も
に
文

化
祭
企
画
の
運
営
を
し
て
い
た
だ
き
、

一
緒
に
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
保
護
者
と
学
校
を

つ
な
ぎ
、
交
流
の
場
を
作
る
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

校
と
の
連
携
を
密
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
同
士
の
情
報
交
換
を
積
極

的
に
行
っ
て
楽
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
桃
華

祭
（
学
校
祭
）
で
は
、「
レ
ッ
ツ
！
ピ

ン
球
！
」
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
企
画
を
実
施
し
て

桃
華
祭
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

高
Ｐ
連
の
総
会
・
全
国
大
会
に
も
参
加

し
、
体
験
談
や
学
ん
だ
こ
と
を
「
桃
陵

だ
よ
り
」
な
ど
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌
で
共

有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
学
校
や

地
域
、
実
習
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

施
設
等
と
連
携
し
て
、
生
徒
の
学
び
を

深
め
る
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

学　校　風　景

学　校　風　景

文化祭PTA企画

子供の読書活動の推進にむけて

あいちの学び推進課

愛知県立 桃陵高等学校PTA 愛知県立 緑丘高等学校PTA学 校 紹 介

公益財団法人 愛知県教育・スポーツ振興財団
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671
教 育 相 談

　

令
和
六
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
高
校
生
か

ら
の
相
談
は
２９１
件
で
、
全
体
の
約
３．４
％
で

し
た
。

　

主
な
相
談
は
「
学
校
生
活
」「
健
康
・

不
安
」「
性
の
問
題
」「
家
族
関
係
」
で
、

高
校
生
か
ら
の
相
談
の
約
５９．１
％
を
占
め
ま

す
。

　

や
は
り
、「
学
校
生
活
」
の
相
談
に
は
、

進
路
の
こ
と
、
友
人
の
こ
と
、
部
活
の
こ

と
な
ど
多
く
の
要
素
が
あ
る
か
ら
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

令
和
六
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
高
校
生
の

保
護
者
か
ら
の
相
談
は
７４０
件
で
、
全
体
の

約
２８．８
％
で
し
た
。

　

最
も
多
い
相
談
は
、
子
ど
も
の
「
学
校

生
活
に
関
す
る
相
談
」
で
１９７
件
あ
り
、
高

校
生
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
の
約
２６．６
％
を

占
め
ま
す
。

　

こ
の
「
学
校
生
活
に
関
す
る
相
談
」
に

は
、
不
登
校
の
問
題
や
発
達
障
が
い
に
関

す
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

二
番
目
に
多
い
相
談
は
、
子
ど
も
の

「
性
格
や
行
動
に
関
す
る
相
談
」
で
１９４
件
・

２６．２
％
で
す
。

　

三
番
目
が「
家
族
関
係
に
関
す
る
相
談
」

で
６０
件
・
約
８．１
％
で
す
。

多
く
の
保
護
者
が
悩
み

を
解
消
で
き
る
糸
口
を

模
索
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
教
育
相
談
こ
こ
ろ
の
電
話
」
は
、
青
少
年
と
そ
の
保
護
者
を
主
な
対
象
と
し

た
電
話
相
談
で
す
。
相
談
を
通
し
て
、
不
安
や
悩
み
の
自
主
的
な
解
決
を
援
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
六
年
度
は
８
，８
５
７
件
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。
相
談
を
受
け
る
の
は
、
研
修
を
積
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
で
す
。

名
前
を
告
げ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
談
内
容
が
周
囲
に
知
ら
れ
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
相
談
で
き
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
で
す
。（
た
だ
し
、
年
末
年
始

は
除
き
ま
す
。）

　

先
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
の
御
応
募
の
中
の
自
由
記
述

欄
に
、
連
合
会
役
員
へ
の
励
ま

し
の
お
言
葉
な
ど
の
他
、
当
パ

ズ
ル
に
つ
い
て
「
面
白
か
っ
た
」

と
か
「
家
族
皆
で
楽
し
め
た
」

な
ど
温
か
い
コ
メ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま

し
た
。
実
は
こ
の
手
の
パ
ズ
ル
問
題
を
作
成
す
る

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
で
多
少
作
成
の

コ
ツ
を
調
べ
て
み
た
も
の
の
、
最
初
と
い
う
こ
と

も
あ
り
少
し
手
間
取
り
ま
し
た
。
パ
ズ
ル
の
中
の

熟
語
だ
け
考
え
て
作
っ
て
い
く
と
比
較
的
容
易
に

表
だ
け
は
作
成
で
き
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
が
、
作

成
し
た
後
か
ら
で
は
適
当
な
答
え
が
見
つ
か
り
ま

せ
ん
。
パ
ズ
ル
作
成
の
比
較
的
早
い
段
階
で
答
え

も
意
識
し
て
作
成
し
た
方
が
よ
い
こ
と
が
わ
か
り
、

前
回
は
一
日
家
で
家
族
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
完

成
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

前
回
い
た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト
に
気
を
よ
く
し
つ
つ

皆
さ
ん
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
も
う
少
し

余
裕
を
も
っ
て
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
前
回
か
ら
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
の
応
募
を

可
能
と
し
た
結
果
、
応
募
数
が
こ
れ
ま
で
の
３
倍

以
上
に
増
え
、
商
品
当
選
の
確
率
が
低
く
な
っ
た

こ
と
は
正
直
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
す
。
な
か
な

か
当
た
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
方
も
み
え
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
も
と
て
も
ス
テ
キ
な
景
品
を

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
御
応
募
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 編

集
後
記

編
集
後
記

　愛知県教育委員会では、地域や学校等で子供読書活動推進の
核となる人材の育成とネットワーク化を図るため、愛知県子供
読書活動推進大会を毎年開催しています。この大会の中で、本
年度も「中・高校生ビブリオバトル愛知県大会」及び講演会を
行いました。
　ビブリオバトルとは、『各自が本
を持ち寄って集まり、各自の本の
面白さについて５分程度で紹介し
合い、一番読みたくなった本を参
加者の投票で決定する書評会』の
ことです。本年度は、中学生が12名、
高校生が16名参加しました。高校
生大会においては、予選を経た５
名が決勝でそれぞれのお薦め本を
紹介し、熱いバトルを繰り広げま
した。結果、県立瑞陵高校の生徒（紹
介した本：一次元の挿し木）が優勝し、県代表として「全国高
等学校ビブリオバトル」への出場権を獲得しました。
　また、講演会は、小説家の汐見夏衛氏をお招きして、「子供
と本をつなぐ」を演題として開催しました。120名を超える方
に参加していただき、盛大に行うことができました。
　高校生も保護者の方も、忙しい毎日で読書の時間がなかなか
とれない現状もあると思います。ですが、ビブリオバトルで出
演者の気持ちのこもった本の紹介を聴くと、読みたいと思うよ
うな本に出会える機会になるのではないでしょうか。また、ビ
ブリオバトルは、本が好きな子供たちが発信源となって読書の
輪が広がっていく楽しい会でもあります。来年度もビブリオバ
トルの開催を予定しておりますので、御案内の際はぜひお越し
ください。
　現在、愛知県では、「第四次愛知県子供読書活動推進計画（改
定版）」を基に、愛知県子供読書活動推進大会を始めとした積
極的な取組を進め、家庭、地域、学校等がそれぞれの役割を果
たしながら、読書を取り入れた生活習慣を確立することを促し、
「生きる力」を備えた子供を育てていけるよう、子供の読書活
動を推進しております。
　各校のＰＴＡの皆様におかれましては、本課の事業への御理
解と御協力をいただきますとともに、一人一人が学びを深め、
社会全体で子供の教育を担っていくために、これからも多様な
立場で子供や地域に関わっていただきますようお願い申し上げ
ます。

桃華祭PTA企画

お 知 ら せ
　当財団では、このほかにも「不登校」
と「発達障がい」をテーマに、専門家
を講師に迎えて、保護者が基礎的な知
識や子どもへの対応の方法を学ぶ面接
相談事業を実施しています。
　興味のある方は左記のホームページ
をご覧ください。

あいち教育スポーツ 検索

高
校
生
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
内
容

高
校
生
か
ら
の
相
談
内
容
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